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オートデスク提供Extension群一覧
Japan Standards Extension for Autodesk Revit

日本のユーザの要望を取り入れたツール群

Autodesk Revit Extensions
モデル作成・図面作成支援ツール群

Revit Extension for CASBEE for Revit
CASBEE算定シートへの情報取り込み・PAL値計算

Autodesk Revit Model Review (英語版)
定めた基準に則ったデータ作成がされているかチェック

Batch Print
複数の図面の印刷順番の設定とバッチ印刷処理

Worksharing Monitor
ワークセットを使用した作業のシステム管理

Autodesk DB Link
Revitデータをデータベース

Globe Link
Google Earth™との連携

Autodesk Image Modeler 2009 (英語版)
2Dイメージデータから3Dモデルの作成
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3ndパーティー提供コンポーネント

RUTS テンプレート （Revit User Group )
意匠設計用・構造設計用

意匠設計用BIMテンプレート (GSA株式会社）
安井建築設計事務所による官公庁案件に対応したＢＩＭテンプレートライブラリ

Revit操作のexntensionツール

木造戸建て作成支援ツール（３ＤＩイノベーションズ）
木造建物のプロジェクト支援ツール（現状2012迄対応）



© 2013 
Autodesk

Ｒｅｖｉｔとシームレス連携可能なソフトウェア

ADS-BT for Revit (生活産業研究所株式会社）
日影規制・天空率検討用コンバータ（一部無償）

Building Shadow Calculation(GSA株式会社）
日影計算アプリケーション（2013迄対応）

HEALOZ(株式会社日積サーベイ）
積算ソフトウェア。 IFCによるRevitのデータと連携可能

Super Build SS3（ユニオンシムテム株式会社）
日本最大手の構造解析ツール。 Revit StructureのモデルをCSVファイルにより相互互換。

概略積算ツール（サトウファシリティーズコンサルタンツ）
企画設計段階での概略積算ツール。現在開発中。
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Revit Japan Standard Extension
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ユーザ会から優先度を聞き取り、要望の多いも
のから対応

RUGからの要望に対応

優先度 得票 機能

1 61% 建具表作成コマンド

2 53% 面積に関するコマンド

2 53% 採光、換気、排煙に関するコマンド

4 33% Excel表読み込みコマンド

4 33% ファミリ ブラウザ

6 32% 仕上表に関するコマンド

7 28% 敷地に関するコマンド

7 28% 各階のアイソメ図を作成するコマンド

9 25% 壁タイプ作成コマンド

10 24% 平均地盤面を算出するコマンド

10 24% ハッチングパターン作成コマンド

12 23% 重複配置されたコンポーネント・ファミリを削除するコマンド

13 20% 構造材生成コマンド

14 18% 法規チェック図作成支援コマンド

15 11% 方位設定コマンド

16 9% 重複配置された注釈を削除するコマンド
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概要

日本のユーザの要望を取り入れた複数のツールが用意されています。

三斜求積コマンド

平均地盤面算出コマンド

坪帖換算コマンド

仕上げ読み込み

面積表作成

建具表作成

排煙・採光・換気チェック

Excel読み込み

階高さ設定コマンド

通り芯設定コマンド

床配置コマンド

Japan Standards Extension for Autodesk Revit 

2013よりRST Extensionより統合

2013よりRST Extensionより統合

2013よりRST Extensionより統合
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目的： 地積測量図をトレースする

効果： 三斜分割による地積求積図の作成と面積算出が可能になる

三斜求積コマンド
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目的： 平均地盤面を算出する

効果： 高低差のある地盤面と建物の外周の地盤面の高さを自
動算出し、平均地盤面を算出するための根拠図および
根拠式を作成することができる

平均地盤面算出コマンド
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坪帖換算コマンド

目的： 部屋の面積を坪や帖で表記する

効果： 部屋の面積表現でm2面積を坪数、帖数などに表記することができる
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仕上げ読み込み

目的： 部屋の床、壁、天井の仕上げを設定する

効果： 標準仕様を読み込むことで、すべての部屋の床、壁、天井の仕
上げが設定され詳細図や内部仕上表に反映される
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面積表作成

目的： 床面積の求積図、求積式を作成する

効果： 申請時に必要な求積根拠図の作成及び根拠式の作成が行えま
す
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建具表作成

目的： 建具姿図を含んだ建具表を作成する

効果： 建具姿図を含んだ建具表を作成し、用紙に自動レイアウトします
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排煙・採光・換気チェック

部屋 建物

窓

敷地境界線

採光斜線

▽最高高さ

▽FL

目的： 居室に対して、採光、換気、排煙のチェックを行う

効果： 確認申請時に必要なすべての居室に対して、採光、換気、排
煙が基準法上適しているかチェックを行うことができる
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Excel読み込み

目的： Excelで作成した表形式のデータをRevitのビューに取り込む

操作： Excelで取り込みたい範囲を選択し、Revitでコマンドを実行すると、画像
として取り込まれ、アクティブなビューに配置します
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階高さ寸法配置

作成済みのレベル（階高）に対して、一括
で割り振り寸法・合計寸法を配置できま
す。
注意点：

距離・合計値は実寸値であり、

尺度値ではないことに注意して下さい。
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通り芯寸法配置

作成済みの通り芯に対して、一括で割り振り寸法・合計寸法を配
置できます。

注意点：本機能は一方向のみに対して有効な機能となっているので、必ずX通り・Ｙ
通りと個々に設定を行ってください。

距離の値は、実寸値になりますので、尺度値ではないことを留意してください。
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床配置

配置済みの構造体（梁）間に対して自動で床を配置します。
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Autodesk Revit Revit Extensions
（Global仕様）
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Revit Extensions は、モデリング、連携、および図書化など、
Autodesk Revit の機能を拡張します。

Excel モデル定義

通芯の定義

テキスト定義

モデルの比較

図面の書き出し

要素の配置

枠組壁

コンテンツ作成
 Shared Parameter Converter (英語)
 Roads and Terrain (英語)

 Roombook Extension(英語）

Areabook Extension（英語）

概要
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Excel モデル定義
(Autodesk Exchange Appsへ移行）

Microsoft Office Excelのシート環境で階高の
設定や、柱・梁・壁・独立基礎の座標値を入力
し、自動的に一括で建物データを作成することが
できます。

熟練したＲｅｖｉｔの操作知識なく初期段階の構造
体モデルを容易に作成することができます。
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通芯の定義
(Autodesk Exchange Appsへ移行）

通芯(直交・円弧)の設定、構造部材(構造柱・梁・
壁・独立基礎)の配置を一括で行うことができます。

熟練したＲｅｖｉｔ操作の知識なく初期の構造モデリ
ングを効率的に行えます。
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テキスト定義

[テキスト定義]エクステンションを
使用することで、これまでＲｅｖｉｔ上
で行う必要のあった仕様書や概要
書などのテキストを外部で作成す
ることができるので、Ｒｅｖｉｔの操作
が不要な作業を分担することがで
きます。 また、既存の標準仕様
書や概要書などのドキュメントを移
行する作業の補佐をします。
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モデルの比較

「モデルの比較」エクステンションを使用することで、2つのＲｅｖｉｔモデルを比較し、「要素」と「パラ
メータ」の相違点を洗い出しレポートします。

バックアップファイルなど過去に作成したプロジェクトデータと現在のスキームの比較などに利用し、
複数のメンバーで作業をしたり、他チームとコラボレーションを行う際、設計変更箇所を確認し
易くなります。

結果はMicrosoft Office Wordや Microsoft Office Excel形式やＭＨＴ形式で書き出したり、
直接印刷することができます。
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図面の書き出し

「図面の書き出し」エクステンションを使用す
ることで、ＤＷＧの書き出し機能を使用し、
Ｒｅｖｉｔで作成したビューから製図ビューを生
成することができます。

また、オプションでＤＷＧ形式ファイルを外部
に作成することができます。

変更が必要ない標準詳細図などの構築に
利用できます。
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要素の配置

「要素を配置」エクステンションを使用することで、
複数のオブジェクト（部材）に対して一括でパラ
メータを設定、タグ付けをすることができます。

命名規則を設定することで構造部材に「階」の情
報を付加したり、自動降番することができます。ま
た、設計変更で多くの符号を変更する際も、命
名規則に合わせて全て設定し直すことができます。
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枠組壁自動生成
(Autodesk Exchange Appsへ移行）

作成した壁・建具開口部から木造枠組
を自動作成します。主に2x4,2x6等木造
建築物の構造体を一括生成する目的で
作成されています。
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Shared Parameter Converter

ファミリ パラメータを共有パラメータに変換

Revit ファミリに共有パラメータの追加・削除
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Contents

Energy Analysis

Standards

Visibility/Graphics

MEP

Cleanup

Plugins

チェック項目カテゴリ

Autodesk Revit Model Review
(英語版）
定めた基準に則ったデータ作成がされている

かチェックする
プラグイン。事前設定したチェック項目に照合し
てデータを検証
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・複数のビューやシートを
Revit® プロジェクトから簡単に
印刷できます。既定のプリンタ
と印刷の順番を設定すると、
バックグラウンドで印刷を管理
するので、それ以上の操作が
必要ありません。必要に応じて、
ステータス ダイアログを使用し
て印刷ジョブの進行状況を監視
することもできます。

Batch Print（連続印刷機能）
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・ワークセット機能を使用している
プロジェクトで作業をする際.、本
機能により、様々な管理を行う事
が可能です。

（ファイルの使用者・使用状況等）

また、システム パフォーマンスを
モニタすることもできます。

WorkShareing monitor
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Autodesk Revit DB Link ツールを使用すると、Revitプロジェクトと Microsoft 
Access、Microsoft Excel、または ODBC データベースとの間の関係を維持す
ることができます。Autodesk Revit DB Link を使用して、Revitプロジェクトの
データをデータベースに書き出し、そのデータに変更を加え、変更後のデータ
をプロジェクトに再度読み込むことができます。

Autodesk DB Link
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Google Earth™から土地情報(緯度・経度)をRevitに読み込み、より正確な日
照シミュレーションに活用することができます。 またRevitモデルを書き出し
Google Earth上に配置することで、近隣建物やコンテキストの中でデザイン
の検証・確認をすることができます。

また、KMZファイルをシェアすることでＲｅｖｉｔのない環境でも、施主やその他
関係者とGoogle Earthを介して設計意図の確認伝達を行うことができます。

Autodesk Globe Link
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Autodesk Image Modeler2009
(英語版）
複数のイメージデータから基点を設
定し、3Dモデルの作成したり、実測
を行うことができます
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Autodesk Revitのアドオンアプリケーション群
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パートナーより販売中のアドオンツール

ADS-BT for Revit (生活産業研究所株式会社）
日影規制・天空率検討用コンバータ（一部無償）
最新版迄対応済

STREAM (株式会社ソフトウェアエクレイドル）
熱流体解析ソフトウェア
2013迄対応済

猫の手ツール（GSA株式会社・大塚商会）
Revit操作のexntensionツール
2013迄対応済み。2014は現在開発中。

Revit User ToolS (Revit User Group)
RUGによる作図・モデリング補助ツール



ADS-BT Light for Revit 2014

Revit で高さ制限チェックが

可能
 斜線制限

 天空率チェック

 日影チェック

安心のADS-Winと同じ計

算処理

下記サイトから無償ダウン
ロード
http://www.cadjapan.com

※解析結果を書き出しする場合は、有償版が必要





意匠設計用BIMテンプレート
安井建築事務所監修

国内大手組織建築事務所の安井建築
事務所監修による、官庁工事仕様に
対応した、Revitのプロジェクト用テン
プレート。

安井建築設計事務所が実際に使用し
ているRevitのテンプレートを一般に公
開した形になっています。

主な内容：
・属性情報を重視したファミリ群
・整備された集計表
・各種手順書
・サンプルモデル



Revit2SREAM
開発・販売：株式会社ソフトウェアクレイドル

3次元による熱流解析により、空間全体の熱流の分布を
算出可能。
また、空気の流れや、温度の分布など、2次元では確認
のできない状況を可視化して理解することができます。

アドインメニュー

Revitから変換され、
STREAMで表⽰されたモデ
ル

建物周りの⾵速ベクトル図
URL： http://www.cradle.co.jp/products/stream/index.html



猫の手ツール
販売元：大塚商会

現業の設計者からのアンケートを基に、Revitで図面作

業をする際にあったらいいな、という希望のツールを作
成しました。

例：詳細フィルターツール



RUTS(Revit User Group Tools)
開発・提供：Revit User Group Japan

Autodesk Revitのユーザ会が独自に作成した、
設計者のためのExpress Toolsです。
主に2次元作図用に特化したツールがそろっています。
※RUG HPより無償提供中。
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Autodesk Exchange Apps
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Autodesk Exchange Apps

無償・有償による
独自エクステンションの公開

主なExntension
・フィルター機能
・通り芯作成
・枠組壁作成
・トラス作成
・3D PDF書き出し
・外部から社内PC内の
Autodesk製品の操作
（サブスユーザのみ）
その他
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